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概要 

クラウド型農分光情報センシングデバイスの開発、農圃場現場移動型センサネットワークの開発、クラウド対応センサネ

ットワークプラットフォームの開発、農産物のブランド創出支援システムの開発、の重要開発課題を設定し、信越地域（長

野県・新潟県）でブランド化が検討されている「銀寄（クリ）」「ナガノパープル（ブドウ）」「ブラムリ（リンゴ）」

「信州大実（アンズ）」「ル レクチエ（セイヨウナシ）」の各農場「現場」にて実証試験を行った。

１．まえがき
国内の農業関連産業は、過去において経験したことのな

い全地球的な環境変化や大規模自然災害などの人間の知

識をはるかに凌駕する異常現象による影響の他に、諸外国

との交易交渉や社会構造の変化などまさに人為的行動か

らの影響を受け、産業形態としてその継続性に重大な危機

感が生じている。

この様な、厳しい国際競争に巻き込まれつつある国内農

産業に、ICT を積極的に導入することで、地域農産物のブ

ランド化を進め、地方経済の中心であることが多い地域農

産業の、競争力強化・主体的育成・能動的保護等に資する

基盤技術の確立を、本研究の目的とした。

２．研究開発内容及び成果 

２．１ 研究内容 
ICT 普及が絶対的に遅れている農圃場「現場」で利用可

能な分光情報利用型のクラウドセンサネットワークの構

築、および「現場」の直接情報を社会全体で共有する仕組

みの提供とその有効利用法を提案する。

以下の項目を研究開発の重点事項に設定した。

①クラウド型農分光情報センシングデバイスの開発、

②農圃場現場移動型センサネットワークの開発、

③クラウド対応センサネットワークプラットフォームの

開発、

④農産物のブランド化創出支援システムの開発

⑤圃場「現場」での有用性実証試験。

２．２ 研究成果

開発成果を図 1 に示す。以下重点研究開発事項に対しての

成果を示す。

①に対して：スマートフォンやタブレット PC と分光デバ

イスからなる携帯分光デバイス、ワイヤレス・スタンドア

ローン型高精細画像センシングネットワーク（アグリサー

バ）、マルチスペクトル高精細画像センサ、を開発した。

これらの特徴は、生育状況等の情報を担う果実表面色を、

高精細画像情報あるいはスペクトル情報として取得可能

にした事である。

②に対して：2 群 3 脚ツインフレーム歩行モジュール、広

稼働領域・軽量アーム、携帯分光デバイスからなる、圃場

歩行センサロボを製作した。農産物一個毎のスペクトル情

報の取得が可能であった。モノレール移動型画像観測シス

テムを開発した。農産物画像を画像歪みの無い状態で、多

地点観測する事が出来た。人間に装着して自動観測を行う

ハンドフレーミングカメラを開発した。観測のために農作

業を中止する必要がない。

③に対して：パブリッククラウド（Twitter（テキストデ

ータ用） や Flickr（画像データ用））を活用したセンサか

らのデータ収集方法、分光データ等のネット上でのデータ

交換スキーマの作成など、さらに LAI 光強度センサや

MEMS 分光センサ利用に向けたプラットフォームの整備

を行った。

④に対して：農産物情報データの利活用を促進する為の各

種ソフトウェアを作成した。Aparas（Agricultural 
PRoduct Asist System）では、分光センサデータを生産

物生産工程管理の一部として位置付けた。AgriSONG
（Agricultural SOcial Netwoking service Gate）では、

クラウド上の農圃場「現場」情報を社会全体で共有する仕

組みとしての、SNS への導入を促す入口としての役目を

持たせた。その他、画像ハンドリングインターフェースの
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シンクロビューワ、農家－消費者間コミュ二ケーションソ

フトウェアなどの開発と実装を行った。これらは、農産物

ブランド化支援システムとして使用された。

⑤に対して：信越地域（長野県・新潟県）でブランド化が

検討されている「クリ（銀寄）」「和ナシ（アキヅキ）」「リ

ンゴ（ブラムリ）」（以上、長野県上高井郡小布施町）、「信

州大実（アンズ）」（長野県千曲市）、「西洋ナシ（ル レク

チエ）」（新潟県北蒲原郡聖籠町）の各農圃場「現場」にて

行った。「ブドウ（ナガノパープル）と（シャインマスカ

ット）」については、集荷場あるいは研究室で、スペクト

ル観測あるいはカラーチャート作成を行った。 

⑥その他：圃場「現場」データは、現在、農家個人の

Facebook や「農ライブ」で公開中である。「センシング農

産物の認知度の向上」と「農家との偶然的な出会いから生

まれる消費行動の拡大」が生みだす効果としての「ブラン

ド創出」支援システムを完成した。 

図 1 開発した「地域農産物ブランド化を支援する分光型

クラウドセンサネットワーク」と「現場実証試験」の様子

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

①精密農業や ICT 農業への展開、②農業関連産業への農

業情報（ビッグデータ）の提供、 ③個人農業経営の強化

とそれに伴う④農業を主産業とする地域経済基盤の安定

化、⑤日本版農業“知”の海外輸出、 ⑥IT/ICT 興味から誘

発される若年層の農業参入への期待による⑦地方の活性

化、⑧将来の IT/ICT 機器に熟知した農業者輩出による全

く新しい営農形態の出現、⑨「植物（農産物）－人間（農

業）－環境 」教育の場の提供、⑩農業情報取得に主眼を

置いた新規な生物センサや化学センサの開発、⑪農業情報

データの GIS との連携、⑫農業ビッグデータを取り扱う

ソフトウェア産業の構築、等が期待される。

４．むすび 

高精細画像や分光スペクトルなどは、農作物の生育、栄

養、病害、収穫敵期など、農業生産管理において有用な情

報を多く含む。これらの情報を取得可能なセンサおよびセ

ンサネットワークが開発され、さらに生産物が異なる各種

圃場「現場」でその利用に間する基礎動作が確認された意

味は非常に大きい。幾つかのセンサは自作が可能で、スマ

ートフォンやFacebook等の誰でも入手可能なネット機器

や SNS とを組み合せたものが提案され製作できたことは、

個々の農家が個人所有の農業器機として利用できること

を示している。（従来は農産業関連会社や大手農業法人し

か所有できなかった）。個々の農家が独自の発想で利用す

ることで、様々な展開が期待できる。そのことにより、地

域農産物のブランド化が進められ、地方経済の中心である

ことが多い地域農産業の、競争力強化・主体的育成・能動

的保護等に資する基盤技術が構築される。 
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